
IRCI活動状況についての
アンケート調査報告

アジア太平洋無形文化遺産研究センター

令和3年8月31日

実施期間 令和3年7月21日～8月23日
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はじめに

• 回答数

参加者150名

全体の有効回答数125名

• 参加国

アジア太平洋地域以外にも全世界50カ国から回答

• 媒体

アンケートを知った媒体は

83% IRCIからのメール

1% IRCIウェブサイト

16% 協力機関による広報

なお、本アンケート調査は電子アンケートSurvey Monkey®により実施しました。

2



回答者の属性

アジア太平洋

82%

ヨーロッパと北アメリカ

9%

アラブ諸国

4%

ラテンアメリカとカリブ諸国

3%

アフリカ

2% 5.84%

2.92%

8.03%

6.57%

15.33%

5.84%

15.33%

35.77%

1.46%

14.60%

10.95%

10.95%

4.38%

ユネスコ

ユネスコカテゴリー

2センター

ユネスコ加盟国

国内委員会

民間ユネスコ団体

無形文化遺産継承

・保護団体

文化政策立案

セクター（議員など）

文化行政機関

大学・研究機関

教育機関（小・中・高）

博物館

文化施設・文化センター

（図書館含む）

NGO

その他

地域 所属

回答者137名
回答数137名
複数回答あり
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調査・研究事業

53%

国際会議・

ワークショップ

28%

情報発信

12%

刊行物

4%

組織運営

3%

IRCIの活動について、

もっとも評価する点は何ですか

テーマ・着目点

58%

質
35%

量
7%

調査・研究事業を選んだ理由

テーマ

55%質

29%

量

10%

その他

6%

国際会議・ワークショップを選んだ理由

情報の質

69%

発信の頻度

15%

情報の量

8%

その他

8%

情報発信を選んだ理由

テーマ

80%

量

20%

刊行物を選んだ理由

回答数110名
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IRCIのアジア太平洋地域に
おける無形文化遺産保護へ
の貢献度について

高い

25%

やや高い

54%

どちらでもない

18%

やや低い

2%

低い

1%

回答者125人
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64.00%

52.80%

52.00%

50.40%

47.20%

30.40%

4.00%

危機遺産の保護に

関する調査研究

国内の保護措置の実施に

ついての調査研究の

観点からの援助

開発途上国に対する

技術的な支援

若手研究者の奨励

調査研究の役割に関する

ワークショップ

・セミナーの開催

他のC2センター

との協力

その他

IRCIが無形文化遺産保護に貢献するために、

今後どのような活動を期待しますか。

74.36%

56.41%

31.62%

8.55%

市民向けの

普及啓発活動

使いやすい

データベースの提供

SNSによる

情報発信

その他

今後IRCIが研究以外の活動で強化すべきこと

にはどのようなものがあると思いますか。

回答数125名
複数回答あり

回答数117名
複数回答あり

「その他」意見の具体例：

• 他のアジアの諸国とともに無形文化遺産保護の基準を作り、評価を行う。
• 無形文化遺産保護の分野で活動する人々が直面する課題に対処するように訓練を

受けた研究者グループを育成する。
• 日常生活に応用できる地域文化の価値観を調査する方法を学ぶためにコミュニティ

向けのツールの作成を行う。
• ①コミュニティの無形文化遺産の記録を行うために、コミュニティの代表者を訓練する。

②東南アジア諸国が無形文化遺産のインベントリーや提案書の作成を支援する。
• 大学教育の教科内での教育の強化。つまり、もっと大学の授業に組み込むべき。
• 国際プロジェクトを実施するのに無形文化遺産保持者を支援する。
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